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正

宏

一
、
料
理
屋
の
名

例
え
ば
谷
崎
潤
一
郎
の
「
少
年
」（
明
治
四
四
年
六
月
、『
ス
バ
ル
』）
は
、
少
年
た
ち
だ
け
の
閉
鎖
的
な
空
間
を
描
く
作
品
で
あ
る
が
、
作

中
に
は
、「
岡
田
」
や
「
金
清
楼
」
な
ど
、
彼
ら
少
年
た
ち
と
は
あ
ま
り
縁
の
な
い
は
ず
の
当
時
の
有
名
な
日
本
料
理
屋
の
名
が
何
気
な

く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
�
。
ま
た
、「
刺
青
」（
明
治
四
三
年
一
一
月
、『
新
思
潮
』）
に
登
場
す
る
女
は
、
後
の
展
開
か
ら
は
さ
ほ
ど
必
然
性

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
な
が
ら
、
深
川
の
料
理
屋
「
平
清
」
か
ら
駕
籠
に
乗
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。

小
説
に
登
場
す
る
有
名
料
理
店
の
名
は
、
時
に
記
号
と
し
て
、
地
名
以
上
に
土
地
の
空
気
を
再
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
固
有
名
詞
で
あ

り
な
が
ら
、
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
こ
と
は
、
明
治
以
降
に
お
い
て
は
、
東
京
に
顕
著
に
見
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ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
は
、
地
方
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
り
、
先
ず
は
土
地
の
人
を
相
手
に
し
て
い
る
料
理

屋
も
、
そ
の
名
は
日
本
中
に
開
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

有
名
に
な
れ
ば
、
相
撲
番
付
に
準
え
て
の
番
付
が
拵
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
起
こ
る
。
明
治
期
に
は
、
料
理
屋
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
り
多
く
の
番
付
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
ラ
ン
ク
表
が
、
そ
の
格
付
け
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
店
を
さ
ら
に
有
名
に
し

て
い
く
。
名
店
案
内
に
し
た
が
っ
て
名
店
め
ぐ
り
を
す
る
と
い
う
文
化
が
、
既
に
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
番
付
は
相
撲
の
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
様
子
が
わ
か
ら
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
そ
の
格
付
け
が
明
確
で
実
に
わ
か

り
や
す
い
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
番
付
に
よ
る
東
京
案
内
の
書
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
〇
年
四
月
発
行
の
春
曙
居
士
編
『
東
京
番

附
案
内
』（
晴
光
舘
）
が
そ
の
書
の
一
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
目
次
に
次
い
だ
最
初
の
番
付
表
と
し
て
、「
上
京
者
注
意
見
立
」
と
い
う
も

の
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
「
行
司
」
は
、「
所
持
金
を
遣
ひ
過
す
こ
と
勿
れ
」
と
「
相
場
に
手
を
出
す
勿
れ
」
で
あ
り
、「
年
寄
」
は
、

「
吉
原
の
狐
」
と
「
浅
草
の
白
鬼
」
が
務
め
て
い
る
。
東
西
の
「
大
関
」
は
、「
ポ
ン
引
に
欺
か
る
ゝ
事
」
お
よ
び
「
掏
児
に
注
意
す
る

事
」
で
あ
り
、
面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、「
前
頭
」
に
「
お
国
自
慢
を
す
る
勿
れ
」「
女
の
顔
を
じ
ろ
�
�
見
る
勿
れ
」「
湯
屋
に
て
衣
服
を

脱
き
放
し
に
す
る
勿
れ
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
も
見
え
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
番
付
が
、
東
京
在
住
の
人
間
だ
け
を
相
手
に

し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
番
付
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
料
理
屋
と
飲
食
店
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
料
理
屋
は
、
特
に
註
記
が
な
い
場
合
に
は
日
本

料
理
屋
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
飲
食
店
と
は
、
そ
れ
以
外
の
専
門
料
理
店
な
ど
、
か
な
り
広
範
囲
の
店
種
を
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
す
し

屋
や
そ
ば
屋
が
そ
う
で
あ
る
し
、
西
洋
料
理
や
中
華
料
理
も
こ
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
日
本
料
理
屋
と
は
割
烹
の
こ
と
で
あ

り
、
多
く
は
店
構
え
や
辺
り
の
風
致
面
で
も
有
名
な
も
の
ば
か
り
、
す
な
わ
ち
一
流
ど
こ
ろ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
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そ
の
区
別
が
明
確
で
な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
料
理
屋
と
飲
食
店
と
い
う
表
記
の
別
に
は
厳
密
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と

に
し
た
い
。

料
理
屋
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
が
も
つ
機
能
に
つ
き
、
と
り
あ
え
ず
本
稿
に
お
い
て
は
、
明
治
晩
期
東
京
を
例
と
し
て
考
察
し
て
み
た

い
。
永
井
荷
風
の
「
冷
笑
」（
明
治
四
二
年
一
二
月
一
三
日
〜
四
三
年
二
月
二
八
日
、『
東
京
朝
日
新
聞
』）
と
谷
崎
潤
一
郎
の
「
羹
」（
明
治
四
五

年
七
月
二
〇
日
〜
大
正
元
年
一
一
月
一
九
日
、『
東
京
日
日
新
聞
』）
ま
で
の
初
期
作
品
が
、
そ
の
直
截
的
な
対
象
で
あ
る
。

二
、
谷
崎
潤
一
郎
の
明
治
期
諸
作
品
に
見
え
る
料
理
屋

前
述
の
と
お
り
、「
刺
青
」
の
彫
師
清
吉
は
、「
深
川
の
料
理
屋
平
清
の
前
を
通
り
か
ゝ
つ
た
時
」
に
、
後
に
そ
の
背
に
女
郎
蜘
蛛
を
彫

る
こ
と
に
な
る
女
と
出
会
う
。
こ
の
「
平
清
」
に
つ
い
て
、
明
治
一
八
年
三
月
刊
の
前
橋
東
柳
編
著
『
酒
客
必
携
割
烹
店
通
誌
』（
前
橋

栄
五
郎
）�
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

平
清

深
川
富
岡
門
前
東
仲
町
に
あ
り

老
し
て
は
子
に
従
ふ
の
里
諺
の
如
く
新
店
業
を
開
く
多
け
れ
ば
老
舗
従
て
其
の
余
波
を
蒙

ら
ざ
る
を
得
ず
平
清
の
如
き
此
の
類
な
り
故
を
以
調
煎
少
し
く
粗
な
る
を
覚
ふ
然
れ
ど
も
府
下
数
多
の
割
烹
店
此
の
楼
と
伯
仲
す
べ

き
は
四
五
店
に
過
ぎ
ず
又
以
用
意
を
想
ふ
べ
し
殊
に
価
格
甚
だ
廉
な
り

ま
た
、
同
書
の
「
割
烹
店
等
級
比
較
表
」
の
「
調
煎
」
に
つ
い
て
は
、
六
三
級
ま
で
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、「
八
百
善
」
に

次
い
で
「
第
二
級
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
風
致
」
も
第
三
級
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
平
清
」
は
、
江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
の
代
表
的
な
料
理
屋
の
一
つ
で
あ
っ
た
�
。
例
え
ば
江
戸
期
を
描
く
塚
原
渋
柿
園
の
「
侠
足
袋
」（
明
治
三
五
年
一
月
二
一
日
〜
六
月
七
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日
、『
東
京
日
日
新
聞
』）
に
は
、「
況
ん
や
彼
は
山
の
手
に
し
て
、
此
は
下
町
、
遊
興
の
輪
廓
と
い
ふ
の
が
自
か
ら
違
ふ
の
で
、
彼
或
は
其

の
新
宿
に
、
板
橋
に
、
若
く
は
吉
原
に
、
壮
勢
に
乗
じ
て
一
夕
の
春
を
翫
ん
だ
事
は
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
未
だ
平
清
の
層
楼
に
羽
觴
を

飛
ば
し
て
、
江
左
の
風
流
を
味
つ
た
こ
と
は
恐
ら
く
は
有
る
ま
い
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。「
刺
青
」
も
ま
た
、
作
中
に
明
記
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、
幕
末
の
頃
を
舞
台
に
し
た
小
説
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
中
世
界
が
同
時
代
か
ら
は
少
し
だ
け
遡
る
世
界
を
描
く
際

に
、
固
有
名
詞
は
、
小
説
作
法
上
、
重
要
な
、
時
間
を
超
え
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
機
能
す
る
。
芝
居
や
草
双
紙
に
登
場

す
る
女
定
九
郎
や
女
自
雷
也
、
女
鳴
神
な
ど
、
ま
た
豊
国
や
国
貞
の
浮
世
絵
の
世
界
と
同
時
代
の
風
景
を
読
者
に
別
角
度
か
ら
髣
髴
と
さ

せ
る
の
が
、
こ
の
「
平
清
」
と
い
う
名
辞
で
あ
っ
た
。「
刺
青
」
に
あ
え
て
「
平
清
」
の
名
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
決
し
て
意
図
の

な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
幇
間
」（
明
治
四
四
年
九
月
、『
ス
バ
ル
』）
の
冒
頭
は
、
主
な
登
場
人
物
で
あ
る
幇
間
の
三
平
が
乗
っ
た
、「
神
田
川
の
口
元
を
出

て
、
亀
清
楼
の
石
垣
の
蔭
か
ら
、
大
川
の
真
ん
中
へ
漕
ぎ
出
し
た
一
艘
の
花
見
船
」
の
描
写
か
ら
始
ま
る
�
。
こ
の
「
亀
清
楼
」
も
ま

た
、
前
掲
の
『
酒
客
必
携
割
烹
店
通
誌
』
に
記
載
が
見
ら
れ
る
老
舗
で
あ
る
�
。
ま
た
「
幇
間
」
の
作
中
時
間
は
明
治
四
〇
年
四
月
と
明

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
明
治
四
〇
年
刊
行
の
前
掲
『
東
京
番
附
案
内
』
の
「
料
理
屋
見
立
」
に
お
い
て
は
、「
八
百
善
」
と
と
も
に
、

堂
々
「
大
関
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
の
作
品
の
冒
頭
に
は
、「
吾
妻
橋
の
向
う
は
、
八
百
松
か
ら
言
問
の
艇
庫
の
辺
へ
暖
か
さ
う
な
霞
が
か
ゝ
り
」
と
い
う
描

写
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
八
百
松
」
も
ま
た
、「
料
理
屋
見
立
」
の
「
小
結
」
に
位
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
酒
客
必
携
割
烹
店
通
誌
』
に

は
、「
此
の
楼
明
治
中
興
の
新
店
な
れ
ど
も
有
名
な
る
墨
堤
あ
り
四
時
の
風
景
に
富
む
を
以
高
人
雅
客
の
喜
ぶ
所
と
な
り
自
ら
客
踵
繁
く

殊
に
花
時
の
際
は
最
も
繁
盛
な
り
故
に
当
時
は
府
下
一
二
等
の
位
置
を
占
め
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
は
、
そ
の
客
た
ち
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
も
自
ず
と
示
す
こ
と
に
な
る
。
何
気
な
い
表
現
で
は
あ
る
が
、「
刺
青
」
の
女
は
、
以
前

に
「
平
清
か
ら
駕
籠
で
帰
つ
た
こ
と
が
あ
ら
う
が
な
」
と
問
わ
れ
、「
え
ゝ
、
あ
の
時
分
な
ら
、
ま
だ
お
父
さ
ん
が
生
き
て
居
た
か
ら
、

平
清
へ
も
た
び
�
�
ま
ゐ
り
ま
し
た
の
さ
」
と
答
え
て
い
る
。
一
流
の
店
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
経
済
状
況
を
含

め
た
家
庭
環
境
を
遠
ま
わ
し
に
示
唆
す
る
の
に
効
果
的
な
方
法
の
一
つ
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
幇
間
」
の
そ
れ
が
、「
お
大
尽
」
の
所

業
の
提
示
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
谷
崎
の
小
説
に
割
烹
の
よ
う
な
大
店
ば
か
り
が
、
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
、「
秘
密
」（
明
治
四
四
年
一

一
月
、『
中
央
公
論
』）
の
「
私
」
は
、
少
年
の
頃
、
父
に
、
深
川
八
幡
近
く
の
「
冬
木
の
米
市
」
と
い
う
名
代
の
蕎
麦
屋
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
蕎
麦
屋
は
、
た
と
え
名
代
で
あ
ろ
う
と
、
割
烹
と
は
違
い
、
よ
り
庶
民
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。通

叢
書
の
一
冊
で
あ
る
、
村
瀬
忠
太
郎
の
『
蕎
麦
通
』（
昭
和
五
年
九
月
、
四
六
書
院
）
に
は
、
こ
の
「
冬
木
の
米
市
」
は
、「
明
治
年
間

に
廃
絶
し
た
」
名
店
の
一
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
あ
く
び
」（
明
治
四
五
年
二
月
一
日
〜
一
七
日
、『
東
京
日
日
新
聞
』）
に
は
、
高
等
学
校
の
学
生
た
ち
が
、「
誘
ひ
合
つ
て
、
娯
楽
園

だ
の
、
藪
そ
ば
だ
の
、
時
と
す
る
と
、
江
知
勝
や
豊
国
あ
た
り
へ
も
出
張
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
学
生
と
い
う
金
の
な
い
時
代
に
し

ば
し
ば
出
か
け
た
店
と
い
う
か
ら
、
さ
ほ
ど
高
く
つ
く
店
で
な
い
こ
と
は
わ
か
る
。

高
等
学
校
は
第
一
高
等
学
校
で
あ
り
、
本
郷
近
く
が
作
品
の
舞
台
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
藪
そ
ば
」
は
有
名
な
神
田
連
雀
町
の
そ
れ

で
は
な
く
、
本
郷
四
丁
目
の
「
藪
そ
ば
」
か
も
し
れ
な
い
。
こ
ち
ら
の
「
藪
そ
ば
」
も
ま
た
、
前
掲
『
東
京
番
附
案
内
』
所
載
の
「
有
名

飲
食
店
一
覧
」
に
そ
の
名
が
見
え
る
有
名
店
で
あ
る
。
ま
た
、「
江
知
勝
」
も
、
切
通
坂
と
湯
島
六
丁
目
の
二
軒
の
名
が
採
ら
れ
て
い
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る
。
切
通
坂
の
方
は
、「
牛
鳥
」、
湯
島
の
方
は
「
牛
」
の
店
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
豊
国
」
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
緑
雨
が
「
ひ
か
へ
帳
」（
明
治
三
一
年
一
月
（
二
〇
日
）〜
一
二
月
（
二
〇
日
）、『
太
陽
』）
の
な
か
に
、
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

○
焼
鍋
煮
鍋
の
湯
気
や
雲
な
る
竜
岡
町
の
豊
国
と
い
ふ
は
、
打
群
る
ゝ
彼
の
制
帽
組
の
間
に
聞
え
し
家
な
り
と
知
る
べ
し
。
学
校
衛

生
と
い
ふ
こ
と
を
唱
道
せ
る
医
学
士
の
、
或
席
に
て
府
下
の
牛
屋
と
い
ふ
牛
屋
は
、
一
軒
残
さ
ず
食
廻
り
た
り
と
言
ひ
し
に
、
又
始

め
た
な
と
言
は
ぬ
ば
か
り
の
甲
乙
袖
引
合
ふ
て
、
何
家
が
一
番
う
ま
か
つ
た
と
問
返
せ
ば
、
そ
れ
は
と
学
士
は
少
か
ら
ず
躊
躇
ひ
し

が
、
何
う
だ
�
�
と
意
地
悪
く
追
窮
め
ら
れ
て
、
ま
あ
豊
国
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
学
生
た
ち
や
若
い
世
代
が
常
連
で
あ
っ
た
店
と
わ
か
る
。
正
岡
子
規
も
「
筆
ま
か
せ
」
の
「
十
一
時
間
の
長

眠
」（「
根
岸
庵
に
て
明
治
廿
五
年
九
月
廿
一
日
夜
半
書
き
は
じ
む
」
と
あ
る
）
と
い
う
文
章
に
、
同
一
九
日
の
で
き
ご
と
と
し
て
、「
本
郷
枳
殻

寺
う
し
ろ
の
豊
国
に
行
き
て
牛
肉
を
喰
ひ
二
三
杯
の
酒
を
飲
み
た
り
な
ど
せ
し
也
」
と
書
い
て
い
る
。

「
あ
く
び
」
の
学
生
も
ま
た
、
時
に
、
例
え
ば
文
芸
部
の
「
旧
委
員
と
新
委
員
と
が
集
ま
つ
て
小
宴
を
張
り
、
編
輯
事
務
引
き
継
ぎ
を

兼
ね
て
、
慰
労
会
を
開
く
」
そ
の
小
宴
に
、
麹
町
区
飯
田
町
の
「
富
士
見
楼
」
な
ど
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
東
京
番
附
案
内
』
の

「
料
理
屋
見
立
」
に
飯
田
町
「
富
士
見
軒
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
店
で
あ
ろ
う
。

「
羹
」
も
ま
た
、
学
生
た
ち
の
生
活
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
料
理
や
料
理
屋
の
固
有
名
詞
も
数

多
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
谷
崎
の
作
品
に
お
い
て
は
、
食
べ
物
に
関
し
て
の
初
期
の
代
表
的
作
品
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
本
郷
で
有
名
な
洋
菓
子
店
で
、
喫
茶
店
も
兼
ね
て
い
た
「
青
木
堂
」
の
名
が
書
か
れ
る
。
こ
こ
で
「
珈
琲
と
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
梯

子
飲
み
」
を
し
た
り
す
る
。
こ
の
店
も
、
本
郷
の
学
生
た
ち
の
生
活
を
象
徴
す
る
記
号
の
一
つ
と
し
て
、
谷
崎
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
作
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品
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
彼
ら
は
、
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は
「
竃
河
岸
の
甘
泉
堂
へ
入
つ
て
、
小
豆
を
二
三
杯
喰
べ
」
た
り
も
す

る
。さ

ら
に
彼
ら
は
、
時
に
、
葛
飾
柴
又
の
「
川
甚
」
に
遠
出
し
て
い
る
。
主
な
登
場
人
物
で
あ
る
宗
一
は
、「
一
層
こ
ん
な
時
に
は
、
友

達
と
一
緒
に
田
舎
の
景
色
を
眺
め
て
、
酒
を
飲
む
の
も
悪
く
な
い
」
と
考
え
る
。「
川
甚
」
と
は
そ
の
よ
う
な
印
象
の
店
で
あ
っ
た
。
料

理
も
、「
蒲
焼
、
鯉
こ
く
、
す
つ
ぽ
ん
煮
」
と
、
川
魚
料
理
で
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
川
甚
」
に
つ
い
て
は
、
夏
目
漱
石
の
「
彼
岸
過

迄
」（
明
治
四
五
年
一
月
一
日
〜
四
月
二
九
日
、『
東
京
朝
日
新
聞
』）
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。「
須
永
の
話
」
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
場
面
で

あ
る
。二

人
は
柴
又
の
帝
釈
天
の
傍
迄
来
て
、
川
甚
と
い
ふ
家
へ
這
入
つ
て
飯
を
食
つ
た
。
其
所
で
誂
ら
へ
た
鰻
の
蒲
焼
が
甘
垂
る
く
て
食

へ
な
い
と
云
つ
て
、
須
永
は
又
苦
い
顔
を
し
た
。

こ
れ
を
見
た
連
れ
の
敬
太
郎
は
、「
江
戸
つ
子
は
贅
沢
な
も
の
だ
ね
。」
と
、
須
永
の
こ
と
を
面
と
向
っ
て
批
評
し
て
い
る
。
当
時
柴
又

は
か
な
り
の
「
田
舎
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
窺
え
る
。

さ
て
、「
羹
」
に
戻
ろ
う
。
宗
一
は
、
あ
る
時
、
小
田
原
か
ら
訪
ね
て
き
た
美
代
子
と
い
う
好
い
た
娘
を
、
料
理
屋
に
案
内
す
る
こ
と

に
な
る
。「
何
処
か
へ
行
つ
て
休
む
に
し
て
も
、
平
生
友
達
と
一
緒
に
出
か
け
る
「
藪
そ
ば
」
や
牛
肉
屋
で
は
、
女
が
可
哀
さ
う
で
あ
る
」

と
考
え
た
宗
一
は
、「
平
生
父
が
宴
会
の
帰
り
に
、
土
産
に
持
つ
て
来
る
料
理
の
折
の
焼
印
を
想
ひ
浮
べ
て
、
百
尺
、
岡
田
、
福
井
な
ど
」

を
順
順
に
考
え
、
い
っ
そ
、
と
ば
か
り
、「
柳
光
亭
」
を
選
び
、
こ
こ
の
大
川
沿
い
の
小
座
敷
に
通
さ
れ
る
。
前
掲
の
「
料
理
屋
見
立
」

に
よ
れ
ば
、「
百
尺
」
は
「
関
脇
」、「
福
井
楼
」「
岡
田
」「
柳
光
亭
」
も
「
前
頭
」
な
が
ら
一
段
目
の
最
も
字
の
大
き
い
グ
ル
ー
プ
に
分
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類
さ
れ
る
、
い
ず
れ
も
第
一
流
の
料
理
屋
で
、「
柳
光
亭
」
が
選
ば
れ
た
の
は
、
他
が
す
べ
て
日
本
橋
区
に
あ
る
の
に
対
し
、「
柳
光
亭
」

だ
け
が
柳
橋
に
あ
り
、
こ
の
土
地
に
対
す
る
思
い
が
、
最
終
的
な
選
択
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
作
中
に
も
書
か
れ
る
と
お
り
で

あ
る
。
な
お
、「
岡
田
」
の
名
は
、
前
述
の
と
お
り
、「
少
年
」
に
も
見
え
て
い
る
。

一
方
で
、
友
達
と
よ
く
行
く
「
牛
肉
屋
」
と
し
て
は
、
他
の
箇
所
で
、
前
掲
の
「
あ
く
び
」
に
も
出
て
い
た
、「
豊
国
」
や
「
江
知
勝
」

の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「T

he
A

ffair
of

T
w

o
W

atches

」（
明
治
四
三
年
一
〇
月
、『
新
思
潮
』）
に
も
、「
大
学
裏
門
側
の
豊
国
」
で
、

学
生
た
ち
が
牛
鍋
を
囲
ん
で
い
る
。
こ
の
と
お
り
、
自
ず
と
客
層
ま
で
提
示
し
て
し
ま
う
の
が
、
料
理
店
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
や
や
内
輪
の
言
葉
に
よ
る
濃
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

谷
崎
は
、
時
に
こ
れ
ら
の
固
有
名
詞
を
活
用
し
て
、
作
品
世
界
を
よ
り
立
体
的
に
提
示
し
て
い
る
。
料
理
屋
の
固
有
名
詞
に
よ
る
間
接

的
な
風
景
描
写
は
、
固
有
名
詞
が
一
時
的
に
一
般
名
詞
化
し
て
機
能
す
る
記
号
の
用
い
方
の
一
つ
の
例
と
し
て
数
え
上
げ
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

三
、「
冷
笑
」
に
描
か
れ
る
食
通
の
理
論

谷
崎
潤
一
郎
に
比
べ
、
永
井
荷
風
の
小
説
に
は
、
食
べ
物
の
味
を
示
す
表
現
が
極
端
に
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
論
小
説
と
も
呼

ぶ
べ
き
「
冷
笑
」
な
ど
に
は
、
料
理
屋
の
名
が
や
は
り
記
号
と
し
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
主
な
五
人
の
登
場
人
物
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
、
小
説
家
吉
野
紅
雨
と
、
狂
言
作
者
中
谷
丁
蔵
は
、「
尾
上
菊
五
郎
が
愛
好
し

た
と
称
せ
ら
れ
る
柳
島
の
橋
本
屋
で
晩
酌
を
傾
け
」
て
い
る
が
、
こ
こ
は
、
本
所
す
な
わ
ち
川
向
こ
う
の
柳
島
妙
見
堂
の
す
ぐ
近
く
に
あ
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っ
た
、
江
戸
期
よ
り
景
色
の
よ
い
会
席
茶
屋
と
知
ら
れ
た
料
理
屋
で
あ
る
�
。
例
え
ば
笹
川
臨
風
は
、『
明
治
還
魂
紙
』（
昭
和
二
一
年
六

月
、
亜
細
亜
社
）
の
な
か
で
、「
私
の
好
き
で
あ
つ
た
の
は
、
柳
島
の
橋
本
と
、
向
島
の
奥
の
植
半
と
で
、
橋
本
は
流
石
に
奥
の
植
半
よ
り

も
食
べ
も
の
が
旨
か
つ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
帰
り
に
橋
本
と
書
い
た
、
ぶ
ら
提
灯
を
提
げ
て
堤
の
上
を
小
梅
ま
で
出
る
風
情
が
よ
か
つ

た
」
と
書
い
て
い
る
し
、
後
藤
宙
外
も
『
明
治
文
壇
回
顧
録
』（
昭
和
八
年
二
月
〜
同
一
〇
年
三
月
、『
芸
術
殿
』）
に
、「
明
治
三
十
六
年
一
月

三
日
、
紅
葉
氏
は
巌
谷
小
波
、
斎
藤
松
洲
、
両
氏
と
と
も
に
亀
戸
の
初
卯
詣
う
で
に
ゆ
か
れ
、
柳
島
の
橋
本
か
ら
合
作
の
葉
書
を
、
当

時
、
会
津
の
山
中
に
ゐ
た
私
に
贈
ら
れ
た
。（
略
）
此
の
両
氏
（
紅
葉
と
小
波
│
│
引
用
者
註
）
の
江
戸
趣
味
に
ひ
た
つ
て
、
満
足
の
微
笑
を

も
ら
し
て
ゐ
る
趣
が
見
え
る
や
う
に
思
ふ
。
柳
島
辺
の
風
景
を
添
へ
て
想
像
し
て
見
る
と
、
一
層
感
じ
が
深
く
な
る
」
と
書
い
て
い
る
。

ど
う
や
ら
柳
島
の
「
橋
本
」
と
い
え
ば
、
明
治
中
期
以
降
に
は
、
江
戸
趣
味
を
典
型
的
に
表
す
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
江

戸
趣
味
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
、
吉
野
と
中
谷
、
と
り
わ
け
後
者
の
人
物
造
型
を
十
二
分
に
意
識
し
て
の
固
有
名
詞
の
採
用
と
想
像
さ
れ

る
。
中
谷
は
こ
の
の
ち
、「
細
君
の
お
き
み
さ
ん
と
娘
の
蝶
ち
や
ん
と
を
連
れ
て
柳
島
の
妙
見
さ
ま
へ
毎
年
欠
か
さ
ぬ
初
卯
詣
に
出
掛
け
」

て
も
い
る
。

銀
行
家
小
山
清
も
ま
た
、
中
谷
と
吉
野
を
自
宅
に
招
く
に
際
し
、
い
つ
も
の
西
洋
間
で
は
な
く
六
畳
の
小
座
敷
を
用
い
、
い
か
に
も
気

の
利
い
た
も
て
な
し
を
す
る
。
そ
の
際
、
話
は
日
本
と
西
洋
と
の
料
理
の
相
違
に
も
及
ぶ
。
清
は
、「
日
本
の
西
洋
料
理
と
来
た
ら
無
暗

と
肉
ば
か
り
沢
山
で
、
少
し
も
調
和
と
云
ふ
事
を
考
へ
な
い
か
ら
、
中
谷
君
な
ど
の
排
斥
を
喰
ふ
の
だ
け
れ
ど
、
本
場
へ
行
く
と
そ
れ
�
�

オ
ツ
な
も
の
が
あ
る
。
全
体
極
め
て
凝
つ
た
も
の
は
多
少
下
卑
た
と
こ
ろ
が
無
く
ち
や
成
ら
ん
も
の
で
、
つ
ま
り
天
麩
羅
や
鮨
の
味
は
立

喰
ひ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
云
ふ
通
り
西
洋
で
も
、
ね
え
君
。」
と
、
た
だ
西
洋
に
比
し
て
日
本
を
低
く
見
る
の
で
は
な
く
、
日
本

の
西
洋
か
ぶ
れ
ぶ
り
を
批
判
す
る
。
こ
の
論
調
が
こ
の
小
説
全
体
を
も
覆
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
「
蝸
牛
の
焼
い
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た
の
に
白
葡
萄
酒
を
引
つ
か
け
」
た
も
の
、
つ
ま
り
エ
ス
カ
ル
ゴ
が
や
や
下
品
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
こ
れ
を
享
け
て
吉
野
も
、「
独
逸

ブ
ウ
ヤ
ベ
エ
ズ

の
腸
詰
と
同
じ
」
く
ら
い
旨
い
と
し
、
二
人
は
、「
マ
ル
セ
イ
ユ
で
名
物
の
魚
の
羊
羹
見
た
や
う
な
」「
魚
羹
」
や
、「
ナ
ポ
リ
の
天
麩

羅
」「
露
西
亜
の
サ
ラ
ド
」
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
正
餐
を
代
表
す
る
料
理
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
で
、「
ぢ
や
ア
、
東
京
特
有
の
飲
食
物
は
何
だ
ら
う
。」
と
、
今
度
は
中
谷
に
質
問
す
る
。「
生
れ
て
か
ら
東
京
の
外
へ
は
一
足

も
踏
み
出
し
た
事
が
な
い
」
と
い
う
中
谷
は
、「
東
京
ぢ
や
矢
張
あ
な
た
の
仰
有
つ
た
鮨
と
天
麩
羅
の
立
食
で
せ
う
よ
。
鮨
は
魚
河
岸
の

朝
、
天
麩
羅
は
広
小
路
の
夜
更
と
極
つ
て
ま
す
」
と
答
え
る
。
こ
こ
に
は
、
中
谷
独
自
の
食
の
理
論
と
も
云
う
べ
き
も
の
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、「
妙
で
す
ね
、
同
じ
食
物
で
も
場
所
が
悪
い
と
食
ふ
気
に
な
れ
な
い
。
物
を
う
ま
く
食
ふ
に
は
料
理
よ
り
か
、
周
囲
の

道
具
立
の
方
が
肝
腎
な
も
ん
で
す
。
夜
更
に
芸
者
家
町
な
ど
を
通
る
時
、
鍋
焼
饂
飩
と
寒
さ
う
に
よ
ぶ
一
声
、
そ
れ
を
聞
く
と
其
れ
ほ
ど

腹
が
減
つ
て
居
な
く
て
も
何
と
な
く
一
杯
、
あ
の
薄
暗
い
露
地
の
入
口
で
赤
い
行
燈
の
か
げ
に
野
良
犬
と
一
緒
に
し
や
が
ん
で
見
た
く
な

る
も
の
だ
」
と
い
う
も
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
「
食
と
背
景
の
一
致
」
こ
そ
が
味
の
主
要
な
決
定
要
素
と
す
る
考
え
方
が
、
荷
風
の
小
説

に
味
に
対
す
る
表
現
が
少
な
い
要
因
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
中
谷
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
私
は
食
道
楽
ぢ
や
人
に
は
負
け
な
い
方
だ
か
ら
、
東
京
中
の
料
理
屋
は
山
谷
の
八
百
善
、
二
丁
目
の
常
磐
か
ら
大
抵
な
処
は
歩
き

廻
つ
た
が
、
矢
張
何
で
す
ね
。
凝
つ
た
も
の
は
直
に
飽
き
ま
す
。
其
処
へ
行
く
と
一
体
に
下
卑
た
も
の
ほ
ど
味
の
深
い
も
の
は
な

い
。
吉
原
の
朝
帰
り
が
寄
集
ま
る
池
の
端
の
揚
出
し
、
千
束
町
の
平
野
、
も
う
一
層
激
し
く
な
つ
て
面
白
い
の
は
土
手
の
馬
肉
屋
と

か
怪
し
げ
な
公
園
の
一
膳
飯
、
そ
れ
か
ら
樽
天
王
で
す
ね
。」
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山
谷
の
「
八
百
善
」
に
つ
い
て
は
、
過
剰
な
説
明
も
不
要
で
あ
ろ
う
。
前
掲
『
東
京
番
附
案
内
』
の
「
料
理
屋
見
立
」
は
、「
八
百
善
」

と
「
亀
清
楼
」
を
「
大
関
」
に
据
え
、
日
本
橋
区
浜
町
二
丁
目
の
「
常
磐
」
は
、「
常
盤
屋
」
と
し
て
、「
行
司
」
の
特
別
扱
い
で
あ
る
。

一
丁
目
の
小
常
盤
に
対
し
、
大
常
盤
と
呼
ば
れ
る
方
で
あ
る
。
こ
れ
ら
超
一
流
ど
こ
ろ
よ
り
、「
平
野
」
や
「
土
手
の
馬
肉
屋
」、「
樽
天

王
」
な
ど
の
方
が
上
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
平
野
」
は
『
東
京
番
附
案
内
』
所
載
の
「
有
名
飲
食
店
一
覧
」
の
浅
草
千
束
町
の
牛
の

「
平
野
亭
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
「
有
名
店
飲
食
店
一
覧
」
に
は
、
下
谷
「
公
園
前
」
の
豆
腐
の
「
揚
出
し
」
と
い
う
店
も
採
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
槌
田
満
文
『
東
京
文
学
地
名
辞
典
』（
昭
和
五
三
年
二
月
、
東
京
堂
出
版
）
に
「
上
野
三
橋
際
の
下
谷
区
元
黒
門
町
二
〇
番

地
〔
台
東
区
上
野
二
丁
目
〕
に
あ
っ
た
料
理
屋
。
店
名
は
豆
腐
を
油
で
揚
げ
て
お
ろ
し
醤
油
で
食
べ
る
揚
出
し
が
売
り
も
の
だ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
つ
い
た
も
の
で
、
一
軒
だ
け
開
店
が
朝
早
く
、
朝
湯
が
あ
る
の
が
人
気
を
呼
ん
で
、
吉
原
の
朝
帰
り
客
、
夏
は
入
谷
の
朝
顔
市
や

不
忍
池
の
蓮
見
の
客
な
ど
で
賑
わ
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
る
同
じ
店
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
有
名
料
理
屋
と
い
う
の
が
、
一
流
か
ど
う
か
に
限
ら
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
二
流
ど
こ
ろ
、
三
流

ど
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
場
末
の
屋
台
で
あ
っ
て
も
、
有
名
な
ら
ば
人
が
集
ま
り
、
番
付
や
案
内
書
に
も
掲
載
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
名
は
、
料
理
屋
の
階
級
と
は
別
に
、
分
布
図
を
形
成
す
る
。
ま
た
こ
れ
が
記
号
性
の
条
件
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
流
店
で
た
と
え
実

際
に
旨
さ
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
く
と
も
、
他
の
一
流
で
な
い
有
名
店
で
体
験
が
あ
れ
ば
、
類
推
に
道
を
開
く
も
の
で
も
あ
る
。
食
通
の

一
般
性
と
、
読
者
の
一
般
性
と
は
、
こ
の
類
推
の
可
能
性
に
広
い
幅
を
持
つ
と
い
う
点
に
お
い
て
、
極
め
て
近
接
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。
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四
、「
朱
雀
日
記
」
に
お
け
る
東
京
と
京
都

谷
崎
潤
一
郎
の
「
朱
雀
日
記
」（
明
治
四
五
年
四
月
二
七
日
〜
五
月
二
八
日
、『
東
京
日
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』）
は
、
東
京
の
人
間
で
あ

る
登
場
人
物
が
、
初
め
て
西
京
、
す
な
わ
ち
京
都
を
訪
れ
た
際
の
日
記
と
い
う
名
の
紀
行
文
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
京
の
有
名
料
理
屋

を
も
訪
れ
て
い
る
。

案
内
さ
れ
た
の
は
、
麩
屋
町
の
仏
国
料
理
萬
養
軒
と
云
ふ
洋
食
屋
で
あ
る
。
近
来
京
都
の
洋
食
は
一
時
に
発
達
し
て
、
カ
ツ
フ
エ
・

パ
ウ
リ
ス
タ
の
支
店
ま
で
が
で
き
た
さ
う
な
。

こ
こ
に
は
と
り
あ
え
ず
、
西
洋
料
理
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
、
東
京
の
方
が
先
行
し
て
い
る
、
と
い
う
、
東
京
人
の
優
越
意
識
が
認

め
ら
れ
よ
う
。
さ
す
が
に
、「
万
亭
の
女
将
」
す
な
わ
ち
有
名
な
お
茶
屋
「
一
力
」
の
女
将
に
面
会
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
大
い
に

光
栄
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
書
い
て
い
る
が
、
概
ね
京
都
を
趣
味
の
面
で
一
段
低
い
も
の
と
見
る
視
線
が
窺
え
る
。
少
な
く
と

も
、
東
京
と
の
比
較
の
も
と
で
し
か
、
価
値
判
断
が
で
き
て
い
な
い
。
例
え
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
条
通
り
の
旅
館
万
屋
の
若
旦
那
│
│
金
子
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
夕
方
か
ら
花
見
小
路
の
菊
水
と
云
ふ
鳥
料
理
を
喰
べ
に
行
つ

た
。（
略
）

菊
水
と
云
へ
ば
人
形
町
の
鳥
屋
を
想
ひ
出
す
が
、
家
の
造
り
は
大
分
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
飛
び
石
伝
ひ
に
植
込
み
の
中
を
分
け
て

奥
庭
の
方
へ
入
る
と
、
さ
ゝ
や
か
な
池
の
汀
に
向
島
の
「
入
金
」
の
や
う
な
小
座
敷
が
二
つ
三
つ
、
青
葉
が
く
れ
に
見
え
て
居
る
。

（
略
）
酒
も
鳥
も
中
々
結
構
で
あ
る
。
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こ
の
視
線
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
京
の
舞
妓
と
東
京
の
雛
妓
の
比
較
に
も
及
ぶ
。

お
し
や
く

「
舞
子
は
ん
は
京
都
に
限
り
ま
す
な
あ
。
東
京
の
雛
妓
は
と
て
も
抗
ひ
ま
へ
ん
」

と
長
田
君
は
、
西
京
か
ぶ
れ
の
し
た
口
調
で
感
嘆
の
声
を
放
つ
。

「
今
に
東
京
で
は
、
半
玉
と
云
ふ
も
の
が
段
々
な
く
な
つ
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
」
と
云
ふ
事
か
ら
、
話
に
花
が
咲
い
て
、
盛
ん
に
雛
妓

の
攻
撃
が
始
ま
る
。
狡
猾
で
、
陰
険
で
、
い
や
に
気
が
廻
り
過
ぎ
て
、
而
も
無
邪
気
を
粧
う
て
居
る
東
京
の
半
玉
の
面
憎
さ
を
、
急

に
想
ひ
出
し
て
、
西
京
く
ん
だ
り
か
ら
遥
に
ム
カ
ツ
腹
を
立
て
る
。
兎
に
角
、
京
の
舞
子
の
あ
ど
け
な
さ
は
格
別
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
一
見
、
東
京
の
雛
妓
を
非
難
し
て
京
の
舞
妓
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
な
意
見
が
見
え
る
が
、
そ
の
実
は
、「
西
京
か
ぶ
れ
」

「
西
京
く
ん
だ
り
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
、
や
は
り
東
京
中
心
の
思
考
の
ま
ま
で
あ
る
。

料
理
屋
に
つ
い
て
も
、
人
形
町
の
「
菊
水
」
や
「
入
金
」
を
出
す
こ
と
で
、
よ
う
や
く
平
衡
感
覚
を
保
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

京
都
で
第
一
流
の
料
理
屋
と
云
へ
ば
、
先
づ
瓢
亭
と
中
村
屋
で
あ
る
。
私
は
幸
ひ
に
し
て
此
の
二
軒
の
板
前
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来

た
。（
略
）

南
禅
寺
境
内
の
瓢
亭
へ
俥
を
走
ら
せ
た
。
や
が
て
俥
の
止
ま
つ
た
の
は
、
見
す
ぼ
ら
し
い
焼
芋
屋
の
や
う
な
家
の
軒
先
で
あ
る
。
大

方
車
夫
が
蝋
燭
か
草
鞋
で
も
買
ふ
の
だ
ら
う
と
思
つ
て
居
る
と
、
お
い
で
や
す
、
お
上
り
や
す
、
と
云
ふ
声
が
聞
え
て
、
幌
が
取
り

除
け
ら
れ
る
。
其
処
が
瓢
亭
の
門
口
で
あ
つ
た
。（
略
）

裏
庭
に
廻
れ
ば
、
京
都
の
料
理
屋
に
有
り
が
ち
な
「
入
金
」
式
の
家
の
造
り
。
成
る
程
此
処
が
瓢
亭
だ
な
と
、
漸
う
合
点
が
行
く
。

と
、
ま
た
も
や
「
入
金
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
料
理
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

最
初
に
、
笹
の
雪
の
餡
か
け
ぐ
ら
ゐ
の
大
き
さ
に
切
つ
た
一
と
片
の
豆
腐
が
、
小
型
の
皿
に
盛
ら
れ
て
出
る
。
豆
腐
の
上
に
は
青
い
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白
い
ど
ろ
�
�
の
汁
が
か
ゝ
つ
て
居
る
。
東
京
の
絹
漉
程
の
柔
か
み
は
な
く
、
肌
理
の
工
合
も
違
つ
て
居
な
が
ら
、
口
に
含
め
ば
全

然
別
趣
の
、
捨
て
難
い
味
が
あ
る
。
汁
は
木
芽
を
粉
に
し
て
、
砂
糖
と
一
緒
に
溶
か
し
た
や
う
な
も
の
で
あ
ら
う
。
洗
練
さ
れ
た
、

甘
い
舌
た
る
い
流
動
物
で
あ
る
。
油
で
い�

た�

め�

た
加
茂
川
の
甘
子
を
始
め
、
西
京
の
特
産
ら
し
い
名
の
知
れ
ぬ
川
魚
や
野
菜
の
料
理

が
此
処
の
自
慢
の
器
物
に
入
れ
ら
れ
て
、
後
か
ら


�
と
数
知
れ
ず
運
ば
れ
る
。
女
中
は
、
空
ら
に
な
つ
た
皿
や
蓋
物
を
傍
か
ら
片

付
け
、
一
々
箸
を
取
り
換
へ
て
、
お
酌
も
せ
ず
に
引
込
ん
で
し
ま
ふ
。
酒
が
好
い
の
で
頭
へ
も
上
ら
ず
、
い
く
ら
で
も
物
が
喰
べ
ら

れ
る
。

今
度
は
、
根
岸
の
「
笹
の
雪
」
が
比
較
の
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

「
中
村
屋
」
に
も
出
か
け
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
豆
腐
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
に
対
し
て
は
、「
絹
漉
豆
腐
を
お
客
の
前
で
切
つ
て
見

せ
る
の
が
、
此
家
の
名
物
で
あ
つ
た
が
、
今
は
庖
丁
の
器
用
な
者
が
、
一
人
し
か
居
な
い
と
云
ふ
。
而
も
生
憎
其
日
は
客
が
立
て
込
ん

で
、
豆
腐
切
り
も
見
ず
、
好
い
座
敷
へ
も
入
れ
な
か
つ
た
。
料
理
も
取
り
立
て
ゝ
賞
美
す
る
価
値
が
あ
る
と
は
思
は
れ
な
い
」
と
、
か
な

り
手
厳
し
い
。「
瓢
亭
」
を
「
兎
に
角
、
瓢
亭
の
料
理
だ
け
は
、
一
遍
東
京
人
も
喰
つ
て
置
く
べ
き
で
あ
る
。
人
に
依
つ
て
好
き
ず
き
は

あ
る
が
、
先
づ
西
京
第
一
流
の
名
を
辱
か
し
め
な
い
も
の
で
あ
ら
う
」
と
絶
賛
す
る
の
と
好
対
照
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
豆
腐
を
西
京
第
一
の
名
物
と
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
本
当
の
味
の
好
み
か
ら
京
の
料
理
を
見
て
い
る
と
は
考

え
が
た
い
。
豆
腐
に
し
た
と
こ
ろ
で
、「
東
京
の
絹
漉
程
の
柔
か
み
」
が
な
い
と
か
、「
東
京
人
も
喰
つ
て
置
く
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
い

う
、
東
京
の
人
間
か
ら
の
一
方
的
な
視
線
で
あ
る
。

京
都
の
食
物
は
、
淡
白
で
水
ツ
ぽ
く
て
、
東
京
人
の
口
に
は
合
ひ
さ
う
も
な
い
。
第
一
に
醤
油
の
味
が
余
程
違
つ
て
居
る
。
人
に
依

つ
て
そ
れ
�
�
の
嗜
好
が
あ
る
と
し
て
も
、
鰻
、
す
し
、
そ
ば
、
な
ど
は
遥
に
東
京
よ
り
劣
つ
て
居
る
。
一
般
に
海
の
魚
は
種
類
が

料
理
屋
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
／
永
井
荷
風
「
冷
笑
」・
谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
他
七
篇

―１１０―



乏
し
く
て
、
而
も
品
質
が
悪
い
や
う
で
あ
る
。

こ
れ
が
こ
の
作
品
に
お
い
て
出
さ
れ
た
、
京
の
味
に
つ
い
て
の
結
論
で
あ
る
。
同
じ
作
者
が
、
後
年
、「
細
雪
」（
上
巻
昭
和
一
八
年
一

月
お
よ
び
三
月
、『
中
央
公
論
』、
中
巻
昭
和
二
二
年
二
月
、
中
央
公
論
社
、
下
巻
昭
和
二
二
年
三
月
〜
二
三
年
一
〇
月
、『
婦
人
公
論
』）

に
描
い
た
京
の
料
理
の
世
界
が
、
こ
こ
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
違
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

谷
崎
潤
一
郎
の
「
朱
雀
日
記
」
の
視
線
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
小
説
な
ど
の
文
学
作
品
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
出
版
さ
れ
た
書
物
に
お

い
て
、
味
の
表
現
も
ま
た
、
東
京
中
心
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
東
京
下
町
出
身
の
谷
崎
の
作
品
だ
か
ら
特

徴
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
日
本
中
の
不
特
定
多
数
の
読
者
を
均
等
に
相
手
に
し
、
東
京
と
い
う
土
地

が
、
そ
の
標
準
的
な
場
所
と
し
て
認
知
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
、
近
代
に
お
け
る
東
京
と
い
う
土
地
の
も
つ
特
殊
な
意
味
合
い
を

抜
き
に
し
て
説
明
の
つ
か
な
い
現
象
で
あ
ろ
う
。
小
説
の
読
者
は
、
東
京
が
政
治
お
よ
び
経
済
に
つ
い
て
中
心
化
し
て
い
く
の
に
伴
な

い
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
、
東
京
を
基
準
に
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
味
と
い
う
極
め
て
土
地
の
偏
差
の
大
き
な
は
ず

の
文
化
に
つ
い
て
も
、
そ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
回
扱
っ
た
作
品
群
の
発
表
さ
れ
た
明
治
晩
期
に
お
い
て
も
、
既
に
そ
れ

は
一
般
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
均
等
化
こ
そ
は
、
も
の
の
見
方
の
均
質
化
を
も
た
ら
す
が
、
一
方
で
、
味
の
差
異
と
い
う
よ
う

な
極
め
て
具
体
的
な
細
部
を
犠
牲
に
す
る
危
険
性
を
も
孕
ん
で
い
る
。
記
号
化
と
は
、
つ
ま
り
は
そ
の
よ
う
な
作
用
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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註�
「
岡
田
」
も
「
金
清
楼
」
も
、
春
曙
居
士
編
『
東
京
番
附
案
内
』（
明
治
四
〇
年
四
月
、
晴
光
舘
）
の
「
料
理
屋
見
立
」
の
「
前
頭
」
の
う
ち
の
一

段
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

�

前
橋
栄
五
郎
と
前
橋
東
柳
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
前
橋
書
店
店
主
で
あ
っ
た
。

�

こ
れ
ら
第
一
流
の
料
理
屋
の
名
は
、
東
京
と
東
京
外
の
人
間
と
を
鋭
く
区
別
す
る
要
素
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
幸
田
露
伴
の
「
い
さ
な
と
り
」

（
前
編
明
治
二
四
年
一
一
月
、
後
編
明
治
二
五
年
三
月
、
青
木
嵩
山
堂
）
に
は
、
東
京
を
訪
れ
た
田
舎
者
が
、「
面
白
く
も
な
い
松
源
と
か
平
清
と

か
、
田
舎
者
の
此
方
は
却
て
気
詰
り
な
や
う
な
坐
敷
に
通
さ
れ
、
縮
緬
や
ら
綾
織
や
ら
の
坐
蒲
団
に
坐
ら
せ
ら
る
ゝ
窮
屈
さ
、」
と
嘆
く
女
房
の

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

�
「
冷
笑
」
に
も
幇
間
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
小
山
清
が
、
真
の
友
人
と
し
て
、「
理
想
的
の
幇
間
」
が
ほ
し
い
と
考
え
る
場
面

で
あ
る
。

幇
間
と
云
つ
て
も
、
彼
は
理
想
的
と
云
ふ
形
容
詞
を
冠
む
ら
し
た
ゞ
け
に
註
文
が
随
分
六
ケ
敷
い
。
始
め
ツ
か
ら
他
人
の
玩
弄
物
と
し
て
、
其

の
義
務
的
覚
悟
の
中
に
自
個
を
す
つ
か
り
没
却
し
て
仕
舞
ふ
の
が
、
幇
間
の
定
義
で
あ
る
け
れ
ど
、
あ
ま
り
浅
薄
に
其
の
覚
悟
が
見
透
か
さ
れ

る
や
う
で
は
興
味
が
な
い
。
却
て
不
愉
快
で
あ
る
。
理
想
的
幇
間
は
例
へ
ば
議
論
を
し
た
処
で
、
全
体
の
論
旨
に
於
て
は
暗
々
裡
に
賛
同
を
表

し
な
が
ら
、
其
の
細
節
に
於
て
は
時
と
し
て
驚
く
程
の
反
対
を
称
へ
て
見
る
や
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
将
棋
の
お
対
手
に
し
て
も
初
め
の
二

度
は
勝
つ
て
、
最
後
の
一
度
は
殿
様
に
大
分
苦
戦
悪
闘
さ
せ
た
後
で
い
か
に
も
無
念
ら
し
く
敗
北
す
る
や
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
傾
城
買
の

若
旦
那
に
対
す
る
お
太
鼓
は
桜
川
某
の
手
腕
に
し
て
充
分
で
あ
る
が
、
天
下
を
取
つ
た
太
閤
様
に
は
利
久
だ
け
の
人
格
が
必
要
で
あ
つ
た
。
小

山
清
君
を
し
て
満
足
せ
し
む
る
幇
間
は
、
ど
う
し
て
も
清
君
と
同
等
も
し
く
は
其
れ
以
上
に
、
思
想
が
緻
密
で
観
察
が
鋭
敏
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
幇
間
像
に
ま
で
理
想
を
求
め
る
態
度
と
、
谷
崎
の
「
幇
間
」
の
徹
底
的
に
卑
下
し
き
っ
た
、
生
れ
つ
い
て
の
幇
間
的
態
度
の
差
異
こ
そ
が
、

こ
れ
ら
二
つ
の
小
説
の
方
向
性
と
特
徴
の
差
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

�
「
亀
清
楼
」
は
、『
酒
客
必
携
割
烹
店
通
誌
』
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

亀
清

新
柳
町
に
在
り

一
場
の
柳
巷
に
し
て
純
然
た
る
綺
羅
叢
と
称
す
べ
き
は
此
の
新
柳
町
に
し
て
清
秀
風
致
に
富
め
る
又
他
に
あ
ら
ん
や

此
の
楼
屋
室
共
に
其
の
度
に
適
し
楼
上
又
広
く
し
て
会
莚
に
適
せ
り
其
の
調
煎
価
格
等
共
に
生
稲
楼
に
伯
仲
せ
り
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�

三
遊
亭
円
朝
の
落
語
「
名
人
長
二
」（
明
治
二
八
年
四
月
二
八
日
〜
六
月
五
日
、『
中
央
新
聞
』）
に
も
、「
何
だ
橋
本
の
料
理
か
。
兼
、
又
一
杯
飲

め
る
ぜ
。」
と
、「
橋
本
」
の
名
が
見
え
る
。
な
お
引
用
は
、『
明
治
文
学
全
集
』
第
一
〇
巻
「
三
遊
亭
円
朝
集
」
所
収
の
本
文
に
よ
っ
た
。

※

作
品
に
登
場
す
る
料
理
・
食
材
一
覧
（
作
品
に
特
徴
的
な
「
う
ま
さ
」
に
関
わ
る
表
現
に
限
る
）

永
井
荷
風
「
冷
笑
」

蛤
鍋
…
…
「
名
物
の
蛤
鍋
」

湯
豆
腐

天
麩
羅

・
天
麩
羅
…
…
「
天
麩
羅
や
鮨
の
味
は
立
喰
ひ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」「
東
京
ぢ
や
矢
張
あ
な
た
の
仰
有
つ
た
鮨
と
天
麩
羅
の
立
食
で
せ
う
よ
」

「
天
麩
羅
は
広
小
路
の
夜
更
と
極
つ
て
ま
す
」

・
天
麩
羅
…
…
「
ナ
ポ
リ
の
天
麩
羅
」

鮨
…
…
「
天
麩
羅
や
鮨
の
味
は
立
喰
ひ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」「
東
京
ぢ
や
矢
張
あ
な
た
の
仰
有
つ
た
鮨
と
天
麩
羅
の
立
食
で
せ
う
よ
」「
鮨
は

魚
河
岸
の
朝
、（
略
）
と
極
ま
つ
て
ま
す
」

エ
ス
カ
ル
ゴ
…
…
「
蝸
牛
の
焼
い
た
の
に
白
葡
萄
酒
を
引
つ
か
け
る
な
ど
は
余
り
上
品
の
方
ぢ
や
な
い
か
ら
な
。」「
さ
う
で
す
。
然
し
う
ま
い
で
す

な
。
独
逸
の
腸
詰
と
同
じ
に
、
仏
蘭
西
の
蝸
牛
と
来
た
ら
実
に
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
す
よ
。」

ソ
ー
セ
ー
ジ
…
…
「
独
逸
の
腸
詰
」

ブ
ウ
ヤ
ベ
エ
ズ

ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
…
…
「
マ
ル
セ
イ
ユ
で
名
物
の
魚
の
羊
羹
見
た
や
う
な
、
あ
れ
ア
何
て
云
つ
た
け
ね
。」「
魚
羹
で
す
か
。
あ
れ
ア
珍
で
す
。」

サ
ラ
ダ

・
サ
ラ
ダ
…
…
「
露
西
亜
の
サ
ラ
ド
」

・
サ
ラ
ダ
…
…
「
嫩
緑
の
色
の
鮮
か
な
サ
ラ
ド
の
皿
」

鍋
焼
饂
飩
…
…
「
夜
更
に
芸
者
家
町
な
ど
を
通
る
時
、
鍋
焼
饂
飩
と
寒
さ
う
に
よ
ぶ
一
声
、
そ
れ
を
聞
く
と
其
れ
ほ
ど
腹
が
減
つ
て
居
な
く
て
も
何

と
な
く
一
杯
、
あ
の
薄
暗
い
露
地
の
入
口
で
赤
い
行
燈
の
か
げ
に
野
良
犬
と
一
緒
に
し
や
が
ん
で
見
た
く
な
る
も
の
だ
」
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揚
げ
出
し
豆
腐
…
…
「
吉
原
の
朝
帰
り
が
寄
集
ま
る
池
の
端
の
揚
出
し
、」

馬
肉

一
膳
飯

葡
萄
酒

・
葡
萄
酒

・
白
葡
萄
酒
…
…
「
ラ
イ
ン
の
白
葡
萄
酒
」

珈
琲

・
珈
琲

・
珈
琲
…
…
「
多
分
に
コ
ニ
ヤ
ツ
ク
酒
を
混
じ
た
珈
琲
」

煎
茶

桃
…
…
「
か
ゝ
る
米
国
の
都
会
で
は
、
巴
里
人
す
ら
が
食
卓
の
唯
一
の
飾
り
と
す
る
高
価
な
る
時
候
違
ひ
の
桃
の
実
を
、
下
宿
屋
の
下
宿
人
ま
で
が

平
気
で
む
し
や


�
喰
つ
て
居
る
」

葛
餅
…
…
「
名
物
の
葛
餅
を
食
べ
た
」「
三
角
形
に
切
つ
た
大
き
な
片
の
二
ツ
三
ツ
は
成
る
た
け
沢
山
黄
粉
と
砂
糖
の
つ
い
て
居
る
処
を
選
ん
で
続

け
て
口
の
中
に
入
れ
た
の
で
あ
る
」

お
こ
し

煎
餅

・
煎
餅

・
煎
餅
…
…
「
魚
の
形
を
し
た
煎
餅
」

羊
羹

シ
ェ
リ
ー
酒

ス
ー
プ

・
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
…
…
「
青
豆
を
浮
か
し
た
コ
ン
ソ
ン
メ
エ
の
暖
か
い
の
を
啜
つ
て
、」

・
ス
ー
プ
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魚
の
蒸
煮
…
…
「
白
ソ
オ
ス
を
か
け
た
魚
の
蒸
煮
」

マ
カ
ロ
ニ
…
…
「
伊
太
利
亜
の
マ
カ
ロ
ニ
」

シ
ャ
ン
パ
ン
…
…
「
一
同
は
琥
珀
色
の
泡
立
つ
杯
を
ば
木
像
に
さ
し
て
、」「
飲
み
残
し
た
シ
ヤ
ン
パ
ン
酒
が
柄
の
付
い
た
平
い
杯
の
底
か
ら
猶
も
頻

に
細
密
い
泡
を
立
て
ゐ
る
の
を
眺
め
て
居
た
」「
再
び
琥
珀
色
の
シ
ヤ
ン
パ
ン
が
平
い
杯
の
中
に
、
軽
い
響
を
立
て
る
か
と
思
ふ
ほ
ど
勢
付
い

た
新
し
い
泡
を
立
て
る
」

鶩
の
蒸
焼
…
…
「
鼈
甲
色
し
た
鶩
の
蒸
焼
」

胡
桃

鮟
鱇
…
…
「
水
こ
ん
ろ
の
上
に
鮟
鱇
か
何
か
の
寄
鍋
が
、
独
り
で
ぐ
つ
�
�
音
を
立
て
ゝ
ゐ
る
」

寄
せ
鍋

刺
身

ぬ
た

う
ま
煮

干
菓
子
…
…
「
魚
の
形
を
し
た
煎
餅
の
幾
枚
に
梅
の
花
の
干
菓
子
が
好
い
具
合
に
落
し
て
あ
つ
た
」

西
洋
酒

谷
崎
潤
一
郎
「T

he
A

ffair
of

T
w

o
W

atches

」

牛
肉

・
牛
鍋
…
…
「
結
局
牛
鍋
の
ヂ
ク
ヂ
ク
云
ふ
音
を
聞
い
て
、
ぐ
び
り
�
�
や
り
な
が
ら
お
互
の
真
紅
な
顔
を
睨
み
合
ふ
の
が
一
番
景
気
が
好
さ
さ
う

だ
」「
原
田
は
盛
に
鍋
を
つ
ツ
突
い
た
。
大
き
い
肉
の
片
を
頭
の
上
ま
で
高
々
と
摘
ま
み
上
げ
て
、
タ
ラ


�
垂
れ
る
醤
油
を
舌
で
受
け
な
が

ら
、
ぱ
く
り
と
口
腔
へ
落
し
込
む
芸
当
は
馴
れ
た
も
の
だ
」

シ
チ
ュ
ー

ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ

甘
辛
煎
餅
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谷
崎
潤
一
郎
「
少
年
」

甘
酒

お
で
ん

汁
粉

お
菓
子

餅
菓
子
…
…
「
折
の
底
を
嗅
ぐ
や
う
な
甘
い
香
り
が
部
屋
の
中
に
漂
ひ
、」「
餅
菓
子
を
手
当
り
次
第
に
口
へ
啣
ん
で
は
、
ぺ
つ
�
�
と
光
子
の
顔
へ

吐
き
散
ら
す
と
、」「
し
ま
ひ
に
は
額
と
云
は
ず
、
�
と
云
は
ず
、
至
る
所
へ
喰
ひ
ち
ぎ
つ
た
餅
菓
子
を
擦
り
つ
け
て
、」「
一
つ
餅
菓
子
を
喰
ひ

合
つ
た
り
、」

・
餡
こ
ろ
餅
…
…
「
自
分
の
口
で
喰
ひ
ち
ぎ
つ
た
餡
こ
ろ
餅
」「
餡
こ
ろ
を
押
し
潰
し
た
り
、」「
喰
ひ
か
け
の
餡
こ
ろ
」

・
大
福
…
…
「
大
福
の
皮
を
な
す
り
つ
け
た
り
、」

お
こ
わ
…
…
「
お
強
飯
に
口
取
り
を
添
へ
た
溜
塗
の
高
台
」

き
ん
と
ん

白
酒
…
…
「
豆
炒
り
を
肴
に
白
酒
を
飲
み
始
め
た
」「
白
酒
の
中
へ
痰
や
唾
吐
を
吐
き
込
ん
で
二
人
に
す
ゝ
め
る
」

蕎
麦
饅
頭
…
…
「
滅
茶
滅
茶
に
足
で
踏
み
潰
し
た
蕎
麦
饅
頭
」

豆
炒
り
…
…
「
鼻
汁
で
練
り
固
め
た
豆
炒
り
」

饅
頭
…
…
「
鼻
糞
や
唾
吐
の
つ
い
た
饅
頭
」

谷
崎
潤
一
郎
「
朱
雀
日
記
」

ビ
ー
ル

豆
腐

・
瓢
亭
…
…
「
最
初
に
、
笹
の
雪
の
餡
か
け
ぐ
ら
ゐ
の
大
き
さ
に
切
つ
た
一
と
片
の
豆
腐
が
、
小
型
の
皿
に
盛
ら
れ
て
出
る
。
豆
腐
の
上
に
は
青
い

白
い
ど
ろ
�
�
の
汁
が
か
ゝ
つ
て
居
る
。
東
京
の
絹
漉
程
の
柔
か
み
は
な
く
、
肌
理
の
工
合
も
違
つ
て
居
な
が
ら
、
口
に
含
め
ば
全
然
別
趣

の
、
捨
て
難
い
味
が
あ
る
」

料
理
屋
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
／
永
井
荷
風
「
冷
笑
」・
谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
他
七
篇
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・
中
村
屋
…
…
「
絹
漉
豆
腐
を
お
客
の
前
で
切
つ
て
見
せ
る
の
が
、
此
家
の
名
物
で
あ
つ
た
が
、」

汁
…
…
「
汁
は
木
芽
を
粉
に
し
て
、
砂
糖
と
一
緒
に
溶
か
し
た
や
う
な
も
の
で
あ
ら
う
。
洗
練
さ
れ
た
、
甘
い
舌
た
る
い
流
動
物
で
あ
る
」

川
魚

・
ア
マ
ゴ
…
…
「
油
で
い�

た�

め�

た
加
茂
川
の
甘
子
を
始
め
、
西
京
の
特
産
ら
し
い
名
の
知
れ
ぬ
川
魚
や
野
菜
の
料
理
が
此
処
の
自
慢
の
器
物
に
入
れ

ら
れ
て
、
後
か
ら


�
と
数
知
れ
ず
運
ば
れ
る
」

京
野
菜
…
…
「
油
で
い�

た�

め�

た
加
茂
川
の
甘
子
を
始
め
、
西
京
の
特
産
ら
し
い
名
の
知
れ
ぬ
川
魚
や
野
菜
の
料
理
が
此
処
の
自
慢
の
器
物
に
入
れ
ら

れ
て
、
後
か
ら


�
と
数
知
れ
ず
運
ば
れ
る
」

谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

豆
腐
…
…
「
笹
の
雪
の
豆
腐
は
全
く
う
ま
い
だ
ら
う
。」

天
麩
羅
…
…
「
板
新
道
に
う
ま
い
天
ぷ
ら
屋
が
あ
る
さ
う
だ
か
ら
、
君
行
つ
て
見
た
ま
へ
。」

蒲
焼

鯉
こ
く

す
っ
ぽ
ん
煮

	
身
の
芥
子
和
え

吸
物
…
…
「
松
茸
の
薫
の
漂
ふ
暖
か
い
露
」

海
老


薯
…
…
「
柔
か
い
蝦
の


薯
」

キ
ス
…
…
「
軽
い
鱚
の
肉
を
舌
へ
含
ん
だ
」

蒲
鉾
…
…
「
口
取
の
蒲
鉾
」

さ
よ
り
…
…
「
針
魚
の
雲
丹
焼
」

鴫
…
…
「
鴫
の
た�

�ゝ

き�

」

刺
身

―１１７―
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秋
刀
魚

牛八
杯
豆
腐
の
汁
…
…
「
八
盃
の
汁
」

珈
琲

ウ
ヰ
ス
キ
ー

小
豆

合
鴨

お
重
…
…
「
お
重
に
弁
松
の
料
理
が
あ
る
か
ら
、
有
り
合
せ
物
だ
け
れ
ど
。
あ
れ
で
も
お
肴
に
し
て
ね
」

鮨そ
ば
…
…
「
尾
張
屋
の
そ
ば
を
振
舞
つ
た
。
み
ん
な
暖
か
い
鴨
南
蛮
と
玉
子
と�

ぢ�

と
を
黙
つ
て
貪
る
や
う
に
し
て
喰
べ
た
」

・
鴨
南
蛮

・
玉
子
と
じ

お
で
ん

・
が
ん
も
ど
き

・
焼
豆
腐

・
月
見
芋

正
宗

※

作
品
に
登
場
す
る
料
理
屋
・
飲
食
店
一
覧
（
固
有
名
詞
に
限
る
。
な
お
パ
ー
レ
ン
内
の
店
種
等
の
註
記
は
筆
者
が
加
え
た
）

永
井
荷
風
「
冷
笑
」

橋
本
屋
（
日
本
料
理
、
柳
島
）
…
…
「
尾
上
菊
五
郎
が
愛
好
し
た
と
称
せ
ら
れ
る
柳
島
の
橋
本
屋
で
晩
酌
を
傾
け
た
」

八
百
善
（
日
本
料
理
、
山
谷
）

料
理
屋
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
／
永
井
荷
風
「
冷
笑
」・
谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
他
七
篇
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常
盤
（
日
本
料
理
、
日
本
橋
浜
町
二
丁
目
、
大
常
盤
と
も
）
…
…
「
二
丁
目
の
常
磐
」

揚
出
し
（
揚
げ
出
し
豆
腐
、
下
谷
）

平
野
（
牛
、
千
束
町
）

土
手
の
馬
肉
屋

公
園
の
一
膳
飯

樽
天
王

谷
崎
潤
一
郎
「T

he
A

ffair
of

T
w

o
W

atches

」

豊
国
（
牛
鍋
）
…
…
「
大
学
裏
門
側
の
豊
国
」

谷
崎
潤
一
郎
「
刺
青
」

平
清
（
日
本
料
理
、
深
川
）
…
…
「
深
川
の
料
理
屋
平
清
」

谷
崎
潤
一
郎
「
少
年
」

岡
田
（
日
本
料
理
、
浜
町
）
…
…
「
有
馬
学
校
の
前
か
ら
真
つ
直
ぐ
に
中
之
橋
を
越
え
、
浜
町
の
岡
田
の
塀
へ
つ
い
て
中
洲
に
近
い
河
岸
通
り
へ
出

た
所
は
、
何
と
な
く
さ
び
れ
た
や
う
な
閑
静
な
一
廓
を
な
し
て
居
る
」

金
清
楼
（
日
本
料
理
、
蛎
殻
町
）
…
…
「
金
清
楼
の
二
階
の
座
敷
に
は
乱
舞
の
人
影
が
手
に
取
る
や
う
に
映
つ
て
見
え
、」

谷
崎
潤
一
郎
「
幇
間
」

八
百
松
（
日
本
料
理
、
向
島
）

亀
清
楼
（
日
本
料
理
、
両
国
）

―１１９―
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谷
崎
潤
一
郎
「
秘
密
」

冬
木
の
米
市
（
そ
ば
、
深
川
八
幡
裏
）
…
…
「
名
代
の
そ
ば
」

谷
崎
潤
一
郎
「
あ
く
び
」

娯
楽
園

藪
そ
ば
（
そ
ば
、
本
郷
）

江
知
勝
（
牛
・
鳥
、
湯
島
ま
た
は
切
通
坂
）

豊
国
（
牛
鍋
、
竜
岡
町
）

富
士
見
軒
（
日
本
料
理
、
飯
田
町
）
…
…
「
飯
田
町
の
富
士
見
楼
が
好
か
ら
う
と
云
ふ
事
に
な
つ
た
。
彼
処
な
ら
麹
町
区
内
で
、
而
も
ほ�

ん�

の
お
印

な
が
ら
溝
の
や
う
な
川
に
沿
う
て
居
る
」

谷
崎
潤
一
郎
「
朱
雀
日
記
」

萬
養
軒
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
、
京
都
麩
屋
町
）
…
…
「
案
内
さ
れ
た
の
は
、
麩
屋
町
の
仏
国
料
理
萬
養
軒
と
云
ふ
洋
食
屋
で
あ
る
」「
此
処
の
家
も
つ

い
此
の
頃
、
医
者
の
住
居
を
其
れ
ら
し
く
直
し
て
開
業
し
た
の
だ
が
、
中
々
評
判
が
い
ゝ
と
云
ふ
。
矢
張
日
本
造
り
の
畳
の
上
へ
敷
物
を
布
い

て
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
が
置
い
て
あ
る
。
五
坪
程
の
奥
庭
に
青
苔
が
一
面
に
生
え
て
、
石
燈
篭
の
古
色
蒼
然
た
る
風
情
な
ど
、
洋
食
屋
に
は

少
々
勿
体
な
い
」

カ
フ
ェ
・
パ
ウ
リ
ス
タ
（
西
洋
料
理
、
京
都
）
…
…
「
近
来
京
都
の
洋
食
は
一
時
に
発
達
し
て
、
カ
ツ
フ
エ
・
パ
ウ
リ
ス
タ
の
支
店
ま
で
が
出
来
た

さ
う
な
」

菊
水
（
鳥
、
京
都
花
見
小
路
）
…
…
「
夕
方
か
ら
花
見
小
路
の
菊
水
と
云
ふ
鳥
料
理
を
喰
べ
に
行
つ
た
。（
略
）
菊
水
と
云
へ
ば
人
形
町
の
鳥
屋
を

想
ひ
出
す
が
、
家
の
造
り
は
大
分
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
飛
び
石
伝
ひ
に
植
込
み
の
中
を
分
け
て
奥
庭
の
方
へ
入
る
と
、
さ
ゝ
や
か
な
池
の
汀

に
向
島
の
「
入
金
」
の
や
う
な
小
座
敷
が
二
つ
三
つ
、
青
葉
が
く
れ
に
見
え
て
居
る
。（
略
）
酒
も
鳥
も
中
々
結
構
で
あ
る
」

菊
水
（
鳥
、
人
形
町
）

入
金
（
日
本
料
理
、
向
島
）

料
理
屋
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
／
永
井
荷
風
「
冷
笑
」・
谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
他
七
篇

―１２０―



長
谷
仲
（
茶
屋
、
京
都
�
園
）

瓢
亭
（
日
本
料
理
、
京
都
南
禅
寺
）
…
…
「
京
都
で
第
一
流
の
料
理
屋
と
云
へ
ば
、
先
づ
瓢
亭
と
中
村
屋
で
あ
る
。
私
は
幸
ひ
に
し
て
此
の
二
軒
の

板
前
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
た
」「
南
禅
寺
境
内
の
瓢
亭
へ
俥
を
走
ら
せ
た
。
や
が
て
俥
の
止
ま
つ
た
の
は
、
見
す
ぼ
ら
し
い
焼
芋
屋
の
や
う
な

家
の
軒
先
で
あ
る
。
大
方
車
夫
が
蝋
燭
か
草
鞋
で
も
買
ふ
の
だ
ら
う
と
思
つ
て
居
る
と
、
お
い
で
や
す
、
お
上
り
や
す
、
と
云
ふ
声
が
聞
え

て
、
幌
が
取
り
除
け
ら
れ
る
。
其
処
が
瓢
亭
の
門
口
で
あ
つ
た
。（
改
行
）
地
味
な
木
綿
の
衣
類
を
着
た
、
若
い
女
中
に
導
か
れ
て
、
雨
垂
の

ぽ
た
�
�
落
ち
る
母
屋
の
庇
に
身
を
倚
せ
か
け
つ
ゝ
、
裏
庭
に
廻
れ
ば
、
京
都
の
料
理
屋
に
有
り
が
ち
な
「
入
金
」
式
の
家
の
造
り
。
成
る
程

此
処
が
瓢
亭
だ
な
と
、
漸
う
合
点
が
行
く
。
雫
に
濡
れ
た
植
込
み
の
葉
蔭
を
く
ゞ
つ
て
、
奥
ま
つ
た
一
棟
へ
案
内
さ
れ
る
と
、
も
う
上
田
先
生

が
待
つ
て
居
ら
れ
る
。（
改
行
）
一
と
し
き
り
雨
は
又
強
く
な
つ
て
、
数
寄
を
凝
ら
し
た
茶
座
敷
の
周
囲
を
十
重
二
十
重
に
包
ん
で
、
池
水
を

叩
き
、
青
苔
を
洗
ひ
、
さ
ゝ
や
か
な
庭
が
濛
々
と
打
ち
煙
る
。
筧
を
め
ぐ
る
涓
滴
の
音
の
、
腸
へ
沁
み
込
む
や
う
な
心
地
好
さ
を
味
は
ひ
な
が

ら
、
さ
ま
で
熱
か
ら
ぬ
程
の
燗
酒
を
ち
び
り
�
�
と
舌
に
受
け
る
」「
女
中
は
、
空
ら
に
な
つ
た
皿
や
蓋
物
を
傍
か
ら
片
付
け
、
一
々
箸
を
取

り
換
へ
て
、
お
酌
も
せ
ず
に
引
込
ん
で
し
ま
ふ
。
酒
が
好
い
の
で
頭
へ
も
上
ら
ず
、
い
く
ら
で
も
物
が
喰
べ
ら
れ
る
」「
兎
に
角
、
瓢
亭
の
料

理
だ
け
は
、
一
遍
東
京
人
も
喰
つ
て
置
く
べ
き
で
あ
る
。
人
に
依
つ
て
好
き
ず
き
は
あ
る
が
、
先
づ
西
京
第
一
流
の
名
を
辱
か
し
め
な
い
も
の

で
あ
ら
う
」

中
村
屋
（
日
本
料
理
、
京
都
）
…
…
「
京
都
で
第
一
流
の
料
理
屋
と
云
へ
ば
、
先
づ
瓢
亭
と
中
村
屋
で
あ
る
。
私
は
幸
ひ
に
し
て
此
の
二
軒
の
板
前

を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
た
」「
絹
漉
豆
腐
を
お
客
の
前
で
切
つ
て
見
せ
る
の
が
、
此
家
の
名
物
で
あ
つ
た
が
、
今
は
庖
丁
の
器
用
な
者
が
、
一
人

し
か
居
な
い
と
云
ふ
。
而
も
生
憎
其
日
は
客
が
立
て
込
ん
で
、
豆
腐
切
り
も
見
ず
、
好
い
座
敷
へ
も
入
れ
な
か
つ
た
。
料
理
も
取
り
立
て
ゝ
賞

美
す
る
価
値
が
あ
る
と
は
思
は
れ
な
い
」

笹
の
雪
（
豆
腐
料
理
、
根
岸
）
…
…
「
最
初
に
、
笹
の
雪
の
餡
か
け
ぐ
ら
ゐ
の
大
き
さ
に
切
つ
た
一
と
片
の
豆
腐
が
、
小
型
の
皿
に
盛
ら
れ
て
出

る
」

角
屋
（
貸
座
敷
、
京
都
島
原
）
…
…
「
私
達
は
其
の
晩
遅
く
ま
で
螺
鈿
の
間
で
杯
を
挙
げ
た
。
さ
う
し
て
金
閣
寺
で
薄
茶
を
戴
く
や
う
な
気
持
で
、

太
夫
の
か�

し�

と
云
ふ
も
の
を
見
物
し
た
。」

―１２１―
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谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」

笹
の
雪
（
豆
腐
料
理
、
根
岸
）
…
…
「
毎
朝
笹
の
雪
ま
で
豆
腐
を
喰
ひ
に
行
つ
た
り
、
大
に
半
可
通
を
振
り
廻
し
て
手
に
負
へ
な
い
で
困
つ
て
る
ん

だ
か
ら
。」「
笹
の
雪
の
豆
腐
は
全
く
う
ま
い
だ
ら
う
。」

花
村
（
日
本
料
理
、
日
本
橋
）

中
鉄
（
日
本
料
理
、
青
物
町
）

大
国
屋

娯
楽
園

江
知
勝
（
牛
・
鳥
、
湯
島
ま
た
は
切
通
坂
）

青
木
堂
…
…
「
珈
琲
と
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
梯
子
飲
み
を
し
て
、」

川
甚
…
…
「
柴
又
の
川
甚
」「
幅
広
の
中
川
の
水
が
帯
の
や
う
に
悠
々
と
流
れ
て
、
薄
や
葦
や
生
茂
つ
た
汀
に
、「
川
甚
」
と
記
し
た
白
地
の
旗
が
ぱ

た
ぱ
た
鳴
つ
て
翻
つ
て
居
る
」

土
手
の
馬
肉
屋

藪
そ
ば
（
そ
ば
、
本
郷
）

百
尺
（
日
本
料
理
）

岡
田
（
日
本
料
理
）

福
井
（
日
本
料
理
）

柳
光
亭
（
日
本
料
理
、
柳
橋
）

豊
国
（
牛
）

甘
泉
堂
（
和
菓
子
、
竃
河
岸
）
…
…
「
竃
河
岸
の
甘
泉
堂
へ
入
つ
て
、
小
豆
を
二
三
杯
喰
べ
て
、」

末
広
（
鳥
、
日
本
橋
）

鳥
安
（
鳥
、
日
本
橋
）

丸
金
（
日
本
料
理
、
茅
場
町
）
…
…
「
静
か
な
と
こ
ろ
と
云
ふ
注
文
に
懸
念
し
て
、
茅
場
町
の
薬
師
の
地
内
の
丸
金
へ
案
内
し
た
」

弁
松

料
理
屋
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
／
永
井
荷
風
「
冷
笑
」・
谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
他
七
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淀
見
軒
…
…
「
二
人
は
淀
見
軒
の
安
い
ま
づ
い
洋
食
で
昼
餐
を
済
ま
す
と
、」

尾
張
屋
（
そ
ば
）

―１２３―

料
理
屋
の
名
と
い
う
固
有
名
詞
／
永
井
荷
風
「
冷
笑
」・
谷
崎
潤
一
郎
「
羹
」
他
七
篇


